




研究目的 

極小未熟児には重篤な心身障害がかなりめ頻度で発生している。本研究の目的は,極小未熟

児の出産を予防し,またやむをえず極小未熟児出産に至った場合には,より良い条件で分娩

させ,さらに最良の哺育法で管理するための指針を確立することにある。そこで,本研究は

,1)子宮内胎児発育の実態調査と,それを基盤とした胎児発育遅延の早期発見と予防法の検

討,2)ハイリスク妊娠における分娩誘導時期に関して,胎児発育と機能的成熟ならびに胎児

環境の両面からの検討,3)未熟児出産の一因である早期陣痛発来防止のため,子宮収縮の抑

制法,とくに薬物療法の確立,4)やむをえず極小未熟児を出産した場合の哺育管理と後遺症

の発生防止に関して長期的見地からの検討,以上の四課題に分担して行なった。 


